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TKK3 大学連携プロジェクト「防災・減災・ボランティアを中心とした社会貢献教育の展開」 

TKK 共通シラバス 
1. 科目名 福祉ボランティア活動Ⅲ 

2. 教員名 福冨哲也 3. 担当大学 東北福祉大学 

4. 対象学年 3 年生以上 5. 開講時期 通年 6. 単位数 1 単位 

 

7.授業のねらい及び具体的な達成目標 

大学時代の自由意志に基づく「ボランティア活動」には、①講義で学ぶ理論と実践的経

験から得られる知識の統合を図ることができる、②社会的な活動を通して社会に貢献する

ことができる、③様々な活動を通じて自己、他者、社会を知ることができる、④多様な他

者とのコミュニケーションにより共感性・協調性を育むことができる、⑤創造力や企画力・

実践力を高めることができる、⑥自己実現を促し豊かな感性を育むことができる、などの

意義があるといえます。 

 これらを踏まえ、より充実した活動となるよう支援することを目的に、本学では我が国

の大学として初めてとなる自主的なボランティア活動のカリキュラム化を平成 5 年度より

実施し、体験を通して学ぶ皆さんをバックアップしています。 

このような取組等が評価され、平成 17 年度には文部科学省「特色ある大学教育支援プログ

ラム（特色 GP）」に選定されています。 

※ 種々の実践から学ぶ、特講「ボランティア活動論」・「環境ボランティア論」を開講し

ています。あわせて履修し、学びを深めましょう。   

8. テキスト、参考書、指定図書 

「履修に関する説明会」時に紹介いたします。 

9. 事前、事後に受講してほしい講義等 

【事前に受講してほしい講義等】 

ボランティア論、ボランティア活動論、環境ボランティア論、福祉ボランティア活動Ⅰ・

Ⅱ 

【事前に受講してほしい講義等】 

福祉ボランティア活動Ⅳ 

10. 提出課題など 

 

11. 評価基準 

「講座等の出席状況」、「ボランティア活動状況」、「活動記録ノート」・「レポート」の記

述内容をもとに総合的に評価します。点数による成績はつけず、「認」または「否」の評語

によって行われます。 

12. 学生へのメッセージ、受講生への要望 

単位取得を希望する学生は、履修登録をしてください。 

13. 参考（ホームページ、オフィスアワー等） 
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【授業計画】 

講義番号 主題 内容 

第１回    

第２回    

第３回     

第４回     

第５回     

第６回     

第７回    

第８回     

第９回    

第 10 回    

第 11 回   

第 12 回    

第 13 回   

第 14 回    

第 15 回   

 

【コンピテンシー】 

本講義を通して身につけることが期待されるコンピテンシーは、以下のグラフを目安にしてく

ださい。 
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マインド的コンピテンシー

成果を挙げるための
コアコンピテンシー

受容的コンピテンシー応用的コンピテンシー

対人・集団的コンピテンシー


